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9発達指数に及ぼす母親不在の影響（Spitz，1967）
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うつ症状に似た著しい異常な症候群が発生したので，自己愛的抑うつ症と名づけている。
　1ケ月目：泣きべそをかき，気むつかしくなるが，観察者と接触をとり戻すや，しがみつこうと
する。
　2ケ月目：泣きべそが号泣に変わり，体重は減り，発達指数の上昇がとまる。
　3ケ月目：子どもは接触を逆に拒否し，ベッドに腹ぽいになったままの状態を続け，不眠が始ま
る。体重の減少に続き，病気にかかり易くなり，硬直した顔面表情がはじめて現われてくる。
　3ケ月以後：硬直した顔面表情が持続的に現われ，すすり泣きはうめくような泣き方になり，嗜
眠がはじまり，発達指数が低下し始める。
　しかしこの症候群は母子分離以前に母子間に密接な感情的つながりが成立していた事例の75％に
重い，そして27％に中程度の症状が現われ，逆に分離以前に好ましくない関係しか成立していなか
った事例では71％には全く，25％のみに中程度の症状が現われ，重い事例は1例もなかった。この
ように一口に母子分離，母親不在といっても単純ではなく，分離前の関係，分離の年齢，分離期間，
再会の有無等々によっても皆多少とも結果が違い，単純には結論づけられないのである。このこと
を私たちはまずよくよく頭に入れておかなければならない。
　たとえば生後3ケ月で母親から分離され，8人から15人のグループにひとりの看護婦がつくとい
う条件以外は，極めて良好な施設の孤児院で養育された91人には前述の抑うつ的自己愛の段階（後
に孤独症候群と呼ぼれるようになった）を経た後，更に症状が進み，2歳の終りには発達指数は僅
かに45を示し，4歳になっても僅かな例外はあったが，「腰かけることも，立つことも，歩くことも
ましてや話すことはできなかった。」そして驚くべきことに表8のように1歳未満で27人，2歳未
満で更に7人が死亡した。一一方比較対照群の別の施設　　　表8孤児院における子どもの死亡率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Spitz，1967）で生みの親か代理の母に養育された220人の子どもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孤児院で観察された子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子ども　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の人数
うち，死亡した子は4人であった。こうしてスピッツ
は生後1年未満の乳児で5ケ月以上母親から分離され，
代理になるものも十分に与えられなかった場合，少な
くとも部分的には回復不能な障害が現われる。このホ
スピタリズムの現象は本質的には情緒の欠乏の問題で
あり，少なくとも母親の個性的な人格の影響は比較的
少なく，母性的愛情の欠乏が決定因とみた。しかしこ
れにはデニスの研究によれぽ生後6ケ月間最少限の社
会的，感覚的刺激しか与えられなかった双生児にその
後精神発達の遅滞がみられなかったので，6ケ月まで
は障害は起こらないのではないかという有力な反論も
ある。しかしこの双生児の場合には確かに施設におけ
ると同じような愛情のない型通りの世話しか与えられ
なかったが，ひとりのきまった母親代りの人物から世
27
7
4
生後1年以内に死亡 29．6
生後2年以内での死亡
その後の報告なし
4．4
7．7
32
21
家庭や施設で保育され
　　　　　　　　　　　35．1たもの
孤児院に引きつづきと
どまっているもの
ilin
23．2
100％
一23一
166
話を受けたこと，及びこの実験は6ケ月後は続けられなかったことが，考慮されなけれぽならない
むしろ重要な条件ではないかとみられるようになってきている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　たとえばスイスのマイヤーホーファー（M．Meierhofer）らは，1960年代に入ってから安定した
感情接触がまだ形成されないため母親喪失感を全く体験しないと思われる生後14日で，母子分離と
施設収容を体験した乳児にも，既に生後1ケ月でスピヅツの自己愛的抑うつ症とほぼ同じ行動障害
が起こることを見出し，これを孤独症候群と名づけている（29）。彼らには生後4ケ月で常同的な運動
型や反抗行動，すなわち哀泣，哀笑，また時には大声で腹をたてて泣くこともあるが長続きせず中
断するようになった。そして既にあきらめの状態が現われ，生後半年の終りには心的緊張が麻痺し，
接触喪失の形態が現われ，活動力が枯渇してしまい，はっきりとあきらめの過程に入った。このあ
きらめと欲求阻止の過程は，外界との応答や接触をあきらめることによって自分の身体感覚を守り，
あるいは小さなハンカチや服地のふさ，あるいは玩具等の代用物との接触で満足を得ることによっ
て生命を守ろうとしていると解釈することもできる。そしてマイヤフォーファーらは子どもたちに
害を与えるのは母子分離という事実だけではなく，施設では子どもたちがひとりで静かに寝むれ，
彼らをさまざまの徽菌から保護するため，ベッドや乳母車に目隠しの覆がはられている場合が多く，
子どもたちはまわりを見廻し広い環境を知覚し，部屋にいる仲間との接触を妨げられている。この
ような孤独を伴う感覚刺激の人工的遮断，デプリベーションはまさに出現しようとする感受性，視
覚，味覚，温度感覚，嗅覚の出現を妨げ，知覚の分化と発達，学習への必要な刺激を欠くことは必
然で，精神的栄養失調症と分類した。看護婦は満足させる接触は人数の関係でとてもできないので，
母子分離を伴うこれら施設の感覚的，社会的デプリベーションは，まさに外界とのあらゆる接触が
制限された前述の座敷牢等に閉じこめられた孤立児の成長した条件に近い状態に置かれているとい
うこともできるといっている。
　これに関しては，スイスの施設で1歳から2歳までの病棟で，はじめて歩行器を使って自由に動
く機会を与えた時の変化についての次のような興味ある報告がある（28）。当然その変化は施設の看
護婦が人間的に接触を進んでするかどうかの態度，すなわち①子どもの訴えと身ぶりをつとめて理
解しようとする態度，②新しい分離体験に直面している子どもに適切であたたかくはあるが理性的
な客観的な態度，③欲求に答えようとはしない欲求不満的な態度の三つの典型的な態度が区別され
たが，当然この順番にしたがって大きな差が生じた。子どもははじめて自分から他の看護婦や同年
齢の子どもに対する感情を読みとるようになり，ある施設では早くから子どもたちは見知らぬ人々
と接触しようとする態度が現われ，幾度も訪問客の方に腕をさしのべたが，他の施設では逆に慢性
的孤独症候群といわれる，種々の型の前述の運動常同症が現われた。そして2歳半までの45人の子
どもを収容するある施設の子どもの発達指数は平均90だったが，29人の子どもを収容する他の施設
では80を示すというように看護婦の態度の違いによって明らかに大きな差が生じたのである。この
頃，2歳を過ぎて施設から子どもを引き取って育てた経験のある21人の養母のうち8人は，子ども
一24一
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が新しい環境に慣れることができるかどうかの判断が非常にむつかしかったので，子どもを再び施
設にもどすべきではないかと1ケ月も迷ったという調査結果もあわせて報告されている。
　これまでに母親から分離されて施設に収容された乳幼児を観察してきた小児科医によると，収容
後健康上の障害が起こるということでは一致している。しかしスピッツが指摘した衰弱症の増加や
乳児死亡の増大という問題は，当然のことだが現在では見られなくなってきている。それはこれま
でのホスピタリズムの報告が警告となって施設内の状態が改善され，特に後述するボウルビーなど
の報告によって障害が何によって起こるかが一般に不十分ながら知られるようになったからである。
そのかわりに身体的衰弱，食欲不振（摂食拒否）の障害，嘔吐や湿疹，頭をゆする，頭をぶっつけ
る，上体を前後に屈伸する，一方の足で他方の足をゆするというような運動常同症，夜尿症，そし
て親指をしゃぶったり，生殖器をいじるような自己愛的運動等が目だちだし，問題になってきてい
る。この点では問題は新たな段階に進んできたといえよう。
（W）　学童疎開と日本の研究
　一方，イギリスではこれより先，第1次大戦中に親元から集団疎開させられた子どもたちにさま
ざまな情緒障害が現われ問題となっていた。そして第2次大戦では日本でも大規模な都会の子ども
の集団疎開政策が展開され，同じ問題に真面している。こうしてわが国でも1952年の厚生科学研究
費による牛島義友氏らの研究を手始めに，施設保育や保育所保育等の問題にも手がつけられるよう
になった（29）。彼らの研究によると施設の子どもは身長は劣っているが胸囲は却って広く，体重は
大差がない，農村児童にもみられたズソグリムックリ型が多かったが，これらの点は前述のような
施設環境の改善等によってその後余り目立たなくなった。しかし体力や運動機能で著しく劣り，知
能でも2歳児の段階で表9のような著しい遅滞がみられた。この他玉井収介，高木隆郎氏らの研究
でも各種の習癖の多いことや，対人関係のあり方に特徴があること等，前述のスピッツやマイヤー
ホーファーらが見出したと同じような症状が現われることが指摘されている。しかし表9のように
成長するにつれて改善されること等も重視されるべきこと，したがって問題は施設環境にあるので
あって施設の子どもが差別されることによってその症状が悪化することのないように，特に配慮さ
れるべきことが強調されている。
　たとえば日本でもその後次のような事例が報告され　　　　表9精神発達指数（標準は100）
注目されている・2歳11ケ月の2卵性双生児Kの場合@　1人数i平均瞬偏差
である㈹。Kには9歳と4歳の姉と兄がいて，母親
が病気のためKだけが生後3ケ月から1年間乳児院に
あづけられた。以後家にひきとられて間もなく歩き出
しはしたが，両親も兄姉も全く寄せつけない。一人で
坐って指先や耳をいじったりしながら，1日中ブツブ
ツ怒っている。ただ食欲だけはおう盛で，びっくりす
る程食べるが，全く太らない。2歳11ケ月なのにKの
0歳児
1歳児
2歳児
3歳児
4歳児
5歳児
6歳児
????? ?98．1
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身長は73㎝（満1歳なみ）体重7kg（同6ヶ月）頭囲45㎝（同9ケ月）。家庭で育った1年8ケ月
間で頭囲と身長は全く発育停止。体重は逆に1kg減っていた。
　困り果てて大阪市立小児保健センターに入院させられた。特別な治療をしたわけではない。しか
し入院後間もなく劇的な変化が起こりはじめた。看護婦数人がチームを組んでやさしく話しかけ，
親しく接触したからである。はじめは自閉症と疑われたが，間もなく笑顔を見せるようになり，周
囲との意志，感情の疏通ができるようになった。それとともに体の発育が急激によくなった（4ケ
月間に身長は7㎝，体重3kg，頭囲5㎝の増加）だけでなく，日を追って笑いと言葉と行動がふえ
ていった。同センターの医師団は，これについて次のようにいっている。ホルモン検査のデータな
どから，精神的な抑圧状態が脳の視床下部にある情緒中枢に影響をおよぼし，二次的に成長ホルモ
ンの分泌が低下したことに大きな原因がある，典型的な“情緒剥奪症候群”だった，と。
　いずれにしても親と子，兄妹などとの感情的なかっとうや愛情関係の欠如，これが幼児の成長を
安全に止めてしまうとは！　そしてまたそれに代る自然な愛情関係の登場が，幼児の自然な発達を
回復するとは！　驚くべきことではないか？　しかもごく短期間に，と報告されている。
（咀）　スキールズの研究
　これと関連して同じように初期環境を改善させることによって，たいへんな変化が生じた例とし
て，有名なスキールズ（H．M．　Skeels）の研究がある（31）。スキールズの研究の持つ大きな意味の
一つは，最初の研究が実施されてから21年間もたった後から全事例が探し出され追跡調査がなされ
ている点である。彼らは3歳になった精神薄弱児施設に収容されていた幼児を，統制群と実験群の
二つの群に分けた。実験群は13名で，対照された統制群は12名で，すべての子どもたちは精神的に
．遅滞しており，孤児院に入所させられていた。実験群の子どもは孤児院から出され，州立精神薄弱
者施設に入っていた女子の精神薄弱者に子どもたちの世話を頼み，つまり子どもひとりひとりに別
々の保護者をつけた。統制群は刺激の貧しいはじめのままの孤児院に残された。この二つのグルー
プの知的レベルと機能は初めはほぼ同じで，むしろ実験群の子どもの方が実際には僅かに劣るよう
に配慮された。約1年半という公式の実験期間中に既に顕著な差異が現われた。つまり実験群の知
能指数は平均64から92まで，つまり28もふえた。しかし統制群は逆に26も低下したのである。スキ
ールズの報告によると，母親代りの精神薄弱の保護者はそれぞれ“自分の子ども”と非常に長い時
間を過ごし，一緒に遊んだり話をしたり，またいろいろな方法で訓練もした。子どもたちはたえず
注目され，贈物をもらい，遠足にも連れていってもらい，要するにひとりひとりがひとりの特別の
母親代りと愛着関係をもった。そのうえこの施設の薄弱者の付添も子どもたちと非常に長い時間を
いっしょに暮らし，新しいおもちゃを与えたり，刺激になることぽを付け加えたりして豊富な経験
を一層つけ加えた。その関係は「誰の赤ん坊が最初に歩き始めたり，話し始めたりするかというこ
とで激しい競争が起こった」程，各母親代り，付添人，および看護婦長を含む各病室のみならず，
施設全体が藤永計画と同じようにこの企画に参加したのである。こうして実験が終了した時には実
験群の子どものうち11人は法的に養子縁組することができ，引き続き知能レベルに改善がみられ，
一26一
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養子にもらわれなかった残りの2人は僅かに減少した。
　21年後，全事例が捜し出され，その後この二つのグループが比較された。実験群の子ども13人の
うちでは，誰ひとり施設に保護されているものはいず，すなわちみな自立して自活していた。11人
は高等学校を卒業し，4人は大学教育を1年あるいはそれ以上受け，そのうち1人は大学を卒業し，
もう1人は大学院の研究に従事していた。対照群では1人は死亡し，4人は施設の保護を受け，1
人は精神病院に入院し，他の3人は精神遅滞のための施設に入所していた。彼らの平均教育程度の
差は，12学年を完全に終っている実験群に対して，統制群の平均は3学年を下回っていた。つまり
僅かな期間の初期経験の著しい差から始まった両群の子どもの運命には，まさに劇的な差が生じて
いたのである。
（】X）　研究解釈上留意すべき2，3の点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　その後の母性剥奪，母親分離，すなわちデプリヴェーシ。ンの研究は，子どもの身体的成長と精
神的発達にとって，特に新生児期から乳幼児期にかけては母性的な世話が重要だという点では，殆
んど疑義をさしはさめない程一致している。しかしだからといってこのようなある子どもたちにみ
られる分離障害の劇的な性格を，早まって一般化することは一層危険かもしれないのである。たと
えばボウルビーのよく知られている統計結果から，少年期の盗癖症候群は乳幼児期の栂子分離の後
遺症であると一般化する研究論文は，当然のことながらきびしく批判されているし，批判されてし
かるべきであろう。母子分離そのものを経験していない盗癖少年は少なくないし，盗癖は母子分離
を伴うもっと劣等な施設条件の影響かもしれないからである。直接の研究はないが母子分離を経験
した盗癖のない少年はたいへん多いし，ある悪条件が反面教師としてある種の子どもにはむしろ好
結果を生むこともあることをわれわれは事実として経験的に余りにも多く知っているからである。
その場合子どもの個人的素質によるのか，それとも施設環境が同じようにみえても微妙な影響に差
のあることが原因なのか，おそらくはその両方によるのであろうが，われわれはまだその微妙な個
々の過程については余りにも知らな過ぎるのである。したがってわれわれはこのような統計や研究
は，われわれの子どもたちにできるだけ母子分離を経験させないように留意する必要のあることの
警告の一つとして使うべきである。今までとりあげてきた幾つかの事例も，初期経験を大切にする
必要のあることはむろんであるが，たとえそのような不幸な環境におかれても，その後これを改善
することができること，その後の教育環境もまたたいへん大切なことを示している。
　このように同一の環境下でも，多くの子どもには障害を残すのに他の多くの子どもにはそれがみ
られないという事実は，母子分離の場合でも例外ではないのである。たとえぽスピッツによれば，
ある研究では同じような母子分離を経験した123人のうち僅か19人にしか，母子分離に固有といわ
れる重い自己愛的抑うつ症は現われていない（31）。またその反応の継続期間もしぼしぼ様々であっ
て，若干の子どもには特に注目すべき問題行動とか後遺症が全く認められなかったのである。それ
どころか多くの子どもには母子分離に抵抗力があり，当然と思われる障害も後遺症も認められなか
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ったのである。すなわちどちらを強調する事例としても，これらは使われ得るのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　また母親不在の調査から後にも述べるように子どもには体を通しての接触交流（いわゆるスキン
シップ）の必要なことが解ってきているが，子どもの世話や養育におけるこうした側面をわれわれ
が皆いとも簡単に見落すことが，われわれが体で接触交流のできない母親を作るという悲劇的な悪
循環の始まりになっているのではないか？　動物にみられる現象をそのまま人間の説明に適用する
点については，後にも述べるように更に一層慎重でなけれぽならないが，系統発生的にみても人間
に最も近いサルの研究によって母性というものは生得的なものではない。また子どもが生まれた時
本能的に目覚めるものでもないらしいことが明らかとなってきた（32）。そうではなく母親の能力は，
まず乳児期の自分の母親との接触体験にもとついているし，次に広く同年齢あるいは異性の仲間と
の満足のゆく社会関係の成立が前提となっているのである。このような円満な情緒的関係を築きあ
げることが，後の愛情のある母親よい父親であることのいしずえである。授乳とは単に飢えや渇
きがいやされるというだけでなく，母親から保護され愛されているという体験が子どもに伝ってい
なけれぽならないのであって，その体験こそがその後の成長の出発点であるぽかりではなく，それ
がまわりまわってわが子の子育ての場合のよき母親，父親である前提にもなっていくのである。母
親が過度の不安を抱いていて，その子どもにもこれに相応した素質のある場合には，栄養障害や嘔
吐という事態も考えられるのだが，他方体を通しての接触がある場合には，たとえ食事が多少不十
分でも大した危険はないといわれ，逆にそれに著しく欠ける場合には前述のように皮膚疾患の原因
にすらなることもある。体を通した接触や母親の肌から伝わる暖かさが過度にどんな風に与えられ
たとしても，特に最初の半年間は子どもをわがままに育ててしまう危険は殆んどない程，それは必
要条件ともいえるのである。幼児期までの母親不在によってひきおこされてきた欠陥を，成長しつ
つある世代，同胞によって埋めあわせすることは非常に困難であり，このことを私たちは過少評価
してはならないことは，藤永氏の前述の例も示唆している。とともにわれわれはどの面でも余りに
神経質になってはならないが，清潔等の保健衛生的理由や母親の疲れを癒すという点から，たとえ
母親の方はそれを欲していても，誕生時に子どもから母親を離すことが，母親と子どもの愛情に満
ちた関係，母性的能力の自然な発生を阻害している面のあることも忘れてはならないのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）
ところで以上のことはまた婦人解放運動に対する繰り返えし使われた反論として，これに水をさす
有力な証拠としても使われる恐れがある。いやそれどころか幼い子を持ちながら職についている母
親たちに対する，相も変らない強力な起訴状としても利用される恐れがある。しかしもしそうなら
それだけ女性の産前産後の子育てへの参加を保証する，国や企業の有給休暇の充実への怠慢な姿勢
への起訴状として使われるべきである。つまりこの問題は人類の今後の運命にそれだけ重要な意味
を持っているということである。実際次のような起訴状が現在働く女性と子育て中の母親から発し
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られていると新聞は報じている。
　第2次大戦後の繁栄期に生まれ，幼児期からテレビの中で育ったベビーブーマー世代がはじめて
最大の有権者集団となった1988年のアメリカの大統領選挙は，いろんな意味で注目されているが，
当初名乗りをあげた14人の候補者夫人の中に，夫婦のどちらが候補者となってもおかしくない程，
社会的にめざましい活動をしている夫人の多かったことも話題となっている㈹。それ程女性の社
会進出のめざましいアメリカではあるが，たとえぽ平均賃金はまだ男性の7割という。このところ
ニューヨークでは，ある地位に着くまでは出産による休職は不利だが，かといって高年齢の初産は危
険という板挾みの中からぎりぎりの選択としての“35歳のベビーブーム”が起こっているという。
当然それに続く子育ては一層深刻で，有能な母親たちの間では高級乳母兼家庭教師“ナニ”を雇う
のが流行っている。朝子どもを学校に送ってから出勤，後は帰宅するまでこの“ナニ”が子守りを
しながら食事を作り子どもを迎えにいき世話するが，子どもの学校のことや人間形成は結局は他人
にはまかせられないと帰宅するや食事もそこそこに子どもの宿題をみたり本を読んでやったり。そ
の後で自分の書類に眼を通すためベッドに入るのは毎日深夜。こうして共働き夫婦のためのマンシ
ョン建設，ディナを宅配するレストラソの増加，テレビ，カタログショッピングの急成長のあおり
で二つのデパートが倒産，多忙な生活の中で健康や体力に気を使い，ぬぎ捨てたハイヒールに代っ
て彼女らが通勤用に飛びついたおしゃれな革製のスニーカーが爆発的な人気を得ている。こうした
働く女性のライフスタイルがニューヨークの街を大きく変えつつあるという。その中で米研究所の
分析では女性の解放度，世界34位という日本の企業が，採用や昇進，賃金をめぐる差別を女性社員
から訴えられ敗北を重ね賠償金の支払いを命じられており，法律専門紙は「日本企業に対する訴訟
ブーム」という特集記事までのせている。お茶くみからエグゼクティブへ，激しい変化が米国では
ここ10年か15年の間に起き，その潮流はいやおうなしに日本へも流れこんできている。
　その日本では，一部では男女ともに結婚したがらない非婚世代が目立ちだしているともいう（35）
が，他方では子どもには1歳半までは絶対に母親が必要だという主張のもとに子連れ出勤した香港
系のテレビタレント，アグネスチャソの行為をめぐって，主として同じ女性の間に賛否両論が闘わ
されている㈹。彼女は1歳半までは絶対に母親が必要だが，それ以後はむしろ母親以外の人が子ど
もには必要になってくると主張している（この問題についても学生たちと多少討論したが，彼らは
余り興味を示さなかった。学生の作文参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（四）
　1歳半まで母親が絶対に必要であるにしても，たとえぽ家庭生活に喜びを見出せず，不承不承こ
れに従事し，家庭外の職業生活をむしろ好むような母親であるならぽ，子どものために望ましい母
親の能力は期待できないであろう。このような場合には，その母親に代り子どもの世話と教育に十
分責任を感じ，すすんでこれを引き受けようとする代理の母が決められ，この人がいつも変わらず
養育にあたるならば，むしろ母親の機能は十二分に果たされうることも研究の結果だんだん解って
きている。母子が物理的には分離されず，母親が家庭にいても，母親から拒絶され，心理的には孤
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立しているような家庭の子どもの場合は，極端にいえぽ結局は施設児と同じような心理的分離の関
係にあるともいえよう。このように考えてくると一口に母子関係といっても物理的心理的交互作用
であるから，開題はそれ程単純ではない。
（X）　ボウルビーの功績と今後の課題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　イギリスの学者ボウルビーは，第2次大戦後世界保健機構から依頼され，フランス，オランダ，
スエーデン，スイス，アメリカ合衆国等を訪つれ，母子分離の影響に関する，特にスピッツ等の研
究を概括した「母親による養護と精神衛生」という報告書を1951年に公表し，この問題の重要さに
世界の眼を向けさせた。彼は母子分離のさまざまの条件を新しいマターナル・デプリベーション
（母性剥奪）という用語にまとめ，母性剥奪の特微は子どもが母子関係の喪失感を味わざるを得な
い状態であると考えた。そしてたとえぽ生みの母親との関係がたとえ失われてもまもなく母親に代
ってたえず面倒をみ，子どももその人を頼るような場合は，部分的デプリベーションで，乳児院，
孤児院，病院のようにたえず面倒を見，子どもも安心して頼れるような特定の人がいない場合は全
面的デプリベーシ。ンとして区別すべきで，これを軸にさまざまのデプリベーシ。ンが考えられ，
その程度に応じて子どもに生ずる障害にも差ができると考えた。そしてたとえば今日われわれは妊
娠6ないし10週間のころの母親が風疹に感染すると，子どもに永続的な障害が生ずる可能性のある
ことを知っているように，胎生学は従来遺伝的とされていた発達上の障害が出生前の中毒，感染，
その他の障害等の病理学的環境的要因によることを次第に明らかにしてきている。それと同じよう
にフロイトによって開始されたデプリベーシ。ンの研究が長い間遺伝的に考えられてきた精神医学
上の障害が，実は出生後のある短期間の心理学的環境的要因に由来することを次第に明らかにして
いくだろうと考えた。
　1940年以来欧米で続けられてきた多数の事例研究によれぽ，施設で育てられたり，様々の形の複
数の養母に育てられた子どもには次のような後遺症が目立った。友だちをつくり他人を気づかった
り，他人を受け入れたりすることができにくいこと，社会的感情が発達せず，深い社会的結びつき
を持つことができず，社会的に自立できないこと。逆に他人をあざむく傾向，放浪する傾向，盗み
の傾向，学校での精神集中ができないこと等も目立っている。中でも時間的概念の欠如は最も印象
的で，社会的経験から何かを学び，将来の目標に向って努力することができず，社会的関係が成立
しないわけで，人を愛することも，罪を感ずることもできず，したがって良心なども持ち合わせて
いないようにみえるとの指摘もなされている。ボウルビーも長期にわたる母子分離は感情的に引込
み思案にし，孤立化しがちで，友と呼べるような友だちを作ることができない子にしがちであり，
親や教師が何をいってもそれに答えず無駄なような印象を与えるといっている。
　その後ボウルビーはこれらの子どもたちの盗癖に注目し，研究を進めたが，これは前述のように
議論を呼ぶことになった（s7）。表10は児童相談所の資料をもとに44人の盗癖の微候のある子どもを，
同年齢，同性で行動障害はあるが盗癖徴候だけは示さない同数の統制群と比較したものである。そ
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表10盗癖を示す子どもにおける母子分離と情緒欠如の出現（Bowlby，1946，1952）
　　　　　　　　情緒欠如
母子分離あり　　　　　　12
母子分離なし　　　　　　2
　　　　　　　　　　　14
?ー﹇「? ?ー
盗癖の徴候を示す子ども
1その他　　 ?　　　　　5　　1　　17
　　　　　25　　　1　　　　27
　　　　　　　　　b
i　　　　　30　　　　　　　　　44
盗癖はないが行動
障害を示す統制群
　　　　2
　　　42
　　　44
表11盗癖を示す子どもと統制群の遺伝的負因の出現（Bowlby，1952）
遺伝的負因あり
遺伝的負因なし
情緒欠如
　　　3
　　11
　　14
盗癖の徴候を示す子ども
　一テ9他　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　16　　　　1
1　・・　1
　　　　　30
?
19
25
44
盗癖はないが行動
障害を示す統制群
　　　18
　　　26
　　　44
れによると盗癖群には14人の感情欠如性格者がいたが，統制群には皆無であった。また盗癖児17人
には6ケ月以上の母親からの完全分離か，生後5年間にわたる養母による養育期間があったが，統
制群では僅かに2人が母子分離を経験していた。この結果，彼は早期の母子分離は感情欠如的性格
及び盗癖の徴候と強い相関関係があるとみた。しかし情緒欠如との相関はともかく，27人にはN子
分離の経験はなかった。
　また情緒欠如には生得的遺伝的要因があるとする従来の考え方に対しては，彼は表11のような証
拠を示して反論している。それによると統制群と比較して盗癖の徴候を示す群に，両親と祖父母に
神経症患者や精神病者，あるいは重い精神病質者がいるという規準で比較してみても，特に遺伝的
負因児が多いわけではなく，情緒欠如の盗癖児では特に少ないようにみえる。しかしボウルビーの
主張は，ある施設でみられた統計的な一般論として示されているだけで，裏づけのための組織的な
責任のある追跡調査がなされているわけではなく，ボウルビー自身いっているようにあくまでも暫
定的なもので，確実な結論は今後の研究に待つべきであろう。
　ボウルビーはその他の研究も参考にしながら，母親分離の影響を結核菌に汚染されたミルクを飲
まされる子どもにたとえている。この場合子どもは必ずしも結核にかかるとは限らないし，却って
強い免疫が作られることもあるが，非常に感染する恐れが大きいので，今では誰でもこの危険に子
どもをさらしたくないであろう。結核菌の場合はこのため予防接種によって人工的に抗体を作るこ
とによって現在は世界の子どもたちがその害から守られている。母子分離の場合も同じように発達
が阻害される恐れは極めて大きく，特に情緒欠如や神経症的性格が形成される危険が大きく，特に
次のような条件が決定的な役割を果たすので，避けることが好ましいと彼は考えている。
　①生後3年間に母親との接触関係を作りあげる機会に欠ける場合。
　②生後1年間に最低3ケ月，恐らくは6ケ月以上の一定の期間母親と分離する場合。
　③以上のような時期に母親が交替する場合。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
　しかし確実な結論を出す為には今後もっと広範な研究が必要で，母子分離の最も危険な時期や，
もしやむを得ず分離しなければならない場合それが許されるのは最も早くて生後どのくらいからど
のくらいの期間までか等々，重要な吟味がなされなけれぽならない問題は残っている。たとえぽボ
ウルビーやアンナ・フロイトは生後6ケ月までは心理的な発達にとって殆んど問題はないのではな
いかともいっているが，しかしこの境界時期を3ケ月，6ケ月，9ケ月とする研究結果などまだ様
々である。また初期の母子分離の影響が回復できなくなる年齢の限界はいつか，養子縁組の研究に
よると6ケ月から9ケ月の間に養子になったり，また生後6ケ月間の特定の代理母による世話を受
けた場合は殆んど初期の心的障害は回復されること，回復可能性についての年齢限界は12ケ月以前
ではないかともいわれるが，まだ解明されなけれぽならない問題は山積しているというのが実状で
あろう。ボウルビー自身も，前述と同じような施設の子どもの研究でも，盗癖を示すものは僅か
で，学校欠席常習者は皆無であったという矛盾した報告があり，長期にわたる影響は一般に否定さ
れていることを認めている。同じような条件の研究でもこのような不整合な結果や，部分的に矛盾
する結果が出るのは，次のような研究法上の問題があることが指摘されている㈹。
　①関係があるかもしれない他の要因を無視して，特定の要因だけの影響を確認しようとして実施
する，一面的なせっかちな研究法上の問題。
　②分離の条件，たとえぽ養育条件や分離の強度が異っている点を無視している。
　③まだ確認されていない仮説や思いつきの仮説によって，結果を一面的に解釈しようとする問題。
　この場合逆にいえぽ，母親分離の経験を持たず普通に育った子どもの社会的，情緒的発達と，母
親との関係，母親の果たす役割についてもっと綿密な分析がなされなけれぽ，逆に母親分離，母親
不在の影響を見出す規準が与えられないことにもなるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三）
　いずれにしてもこれまで母子分離の影響について研究されてきた事例は既にかなりの数にのぼっ
ているが，それらはだいたい次の三つに分類することができる㈹。1つはボウルビrの盗癖の研
究のようにある問題を持つケースを拾い出して過去にさかのぼってその生育歴をたどると，早期に
母子分離の体験を持った子が多く見出されるか否かというように，現状から過去にさかのぼる研
究。逆にヴォルフの発達テストを使ったスピッツの研究のように過去の早期に母子分離の体験を持
った子ども（たとえぽ施設児）を拾いあげて，それと条件の違う他の子どもの群（たとえぽ養子に
やられたり，または母子分離なしに家庭で育ったグループ）と比較して追跡していく研究。もう一
つは現時点で母子分離の状態にある子ども（施設児やそれよりは短期間ではあるが病院等に収容さ
れた子ども）の条件と変化を，他の条件の違う群と比較しながら追って行く研究である。
　しかしながらたとえぽ盗癖のある子どもの過去にさかのぼってみると早期に施設で母子分離を経
験している子どもが多かったということから，直ちに早期の母子分離は盗癖の子どもを作りやすい
というように，乙が甲の後に起こったからといって直ちに甲が乙の原因とはいえないのは当然であ
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る。別の可能な原因，たとえば生まれつきそなわっている窃盗行動にそまりやすい不安定な性格と
いうものが影響しているかもしれないし，そのような不安定な性格もどこまでが生まれつきで，ど
こまでがたとえぽ出産外傷も含めた後の環境条件によるかなかなか限定しがたい点がある。たまた
ま窃盗を起こした子どもがその施設に出てその行動がその施設で流行するとか，いずれにしても人
間の子どもの場合，ある条件の影響を比較しようとする場合，それに対して少なからぬ影響を与え
ているかも知れない他の条件を統制し実験することは困難であるばかりではなく，倫理的に許され
ない場合の方が多い。特にこのような長期間にわたる効果を研究する場合には，条件統制は更にむ
つかしくなり，過去にさかのぼる研究では分離経験の条件の細い詳細な性質がどうであったかを確
認することはむつかしい。また逆に早期の分離経験からはじめて数年後の効果を確認する追跡研究
でも，条件統制がむつかしいという点ではそう変わりはない。計画に入っていなかった非常に多く
の条件が挿入され，作用すること（むしろ偶然の積み重ねと考える方が適切である場合もあろう）
をとらえることはなかなかむつかしいのである。したがって母子分離の効果についての議論は慎重
でなけれぽならないわけだが，だからといってある危険が生ずるかもしれない影響を少なくするた
めの努力をみすみすおこたることは，もっと許されないことである。このような意味でもスキール
ズや藤永氏らの研究は貴重で，倫理上の問題や聴取困難な点もあるかもしれないが，特にF，G事
例では早期の生育歴についてなお詳細な記述が残されていることが期待される。施設に収容された
母子分離の研究では，とかく早期に母親から分離され施設に収容されたということが問題にされ，
それ以前の母子関係の早期の条件についての特定の細かいデータはたいてい欠いている場合が多い
からである。後になれぽなる程，たとえぽ狼少女のように修飾に修飾が加わり，場合によっては似
ても似つかぬ伝説になってしまう恐れなしとしないからである。
　以上のように母親不在，母子分離，母性剥奪等の問題が，マターナル・デプリベーションの名で世
界的に注目され，母子関係の重要性があらためて見直されるようになったのは，主としてボウルビー
の報告書による。しかしマターナル・デプリベーションによって示される概念はまだあいまいで，
むしろ組織的で詳細な科学的研究は今着手され始めたぽかりというべきであろう（4°）。たとえぽ前
述したように①身体的物理的分離の問題なのか②心理的分離の問題なのか③母子分離障害はそのも
のから起こるのか，その後の養母，一人の代理母，あるいは複数の代理Nの問題つまり分離後の養
育環境の問題なのか④母性の必要な特定の決定的期間，つまり臨界期とよぽれる期間は人間にもあ
るのか，また質と量の問題はどうか等々，問題を整理して研究し，それに応じた望ましい母子関係の
あり方が探求され，それにもとついて具体的に提示されるべき時期に来ているというべきであろう。
　この線にそって，人間では実験できないので，ハローの研究を皮切りに人間に近い動物で実験さ
れてきた結果を対比類推させながら，母子関係の問題で今までに明らかになってきている点を次に
整理考察してみよう。その前に，新人類といわれる前述の若者の意見をのせておこう。
（M）　学生の描く期待される父親像と母親像
「地震・雷・火事・親父」と，恐ろしい物事の代表を示すこの言葉も，最近はほとんど使われな
一33一
176
くなってしまった。科学の進歩に伴って，様々な自然現象に対する恐怖も薄れてきたのであろうが，
これら4つの中で最も怖さを失ってしまったのが「親父」であることは，誰もが認める事であろう。
終戦直後から現在に至るまでの40数年間，父親は年々威厳を失いつつあるように思われる。そして，
それにしたがって，家庭内における母親の立場が，次第に強くなっているのではないかと思われる。
　私自身は，昭和30年代後半の生まれであり，戦前の父親がどのように厳しい存在であったかを知
るよしもないが，私の父親は，どちらかといえぽ，戦前の父親に近いタイプであると思われる。家
庭内における私の父親は，明らかに一家の大黒柱であり，家長としての風格を持った人物である。
母親との年齢差が離れていることもあってか，父は母に対して，ある程度の威厳を持ち続けている
ように思われる。子どもである私に対しては，その威厳は絶対的であり，当然のごとく親に対して
逆らうようなことはなかった。私自身，反抗期はあったものの，近年よく話題に上げられた家庭内
暴力など，我家では皆無であった。ただし，厳しいというよりは，親しいというイメージもかなり
あり，恐らく戦前の父親に相当する程の威厳ではないと思われる。
　いずれにせよ，私自身の子どもの頃の経験からも，父親というのは，ある程度の威厳は持ち備え
ていてほしい現在である。10年程前にテレビのホームドラマで，「寺内貫太郎一家」という番組が
あったが，頑固親父の代表のようなそのドラマの主人公は，見ていても実に頼もしく思われたもの
である。ところが一方，最近はドラマでも，父親はめっぽう弱々しくなり，妻や子どもに馬鹿にさ
れてばかりである。見ていてあまりに情けない気持になってくる。
　現代における父親権威の失墜の原因として考えられるのは，国家制度のあり方の変化であると思
う。戦後になり，男女の平等主義が進展してくるとともに，家庭内にもそれが浸透してきた。それ
により，父親を家長とする家制度が崩壊してしまったと考えられる。また，産業経済のあり方の変
化に伴なって，家族就業が増大し，女性も仕事を持ち，共稼きも増え，専業主婦が減少したことも
少なからぬ影響を与えてきたであろう。そして，テレビなどのマスメディアの発達が，これらの女
性の社会的進出を助長し，結果として男性の父親としての権威が失われてしまったと考えられる。
これらの事より，父親権威の失墜というのは，女性の社会的進出の結果，戦前に比較して女性が強
くなり，相対的に男性が弱くなってしまったのが原因ということになるのではないかと思う。この
ように考えると，世の中の変化による自然の流れであると見る事もできるが，果たしてそうとぽか
りも言っていられないのが現実であろう。
　なぜならぽ，戦後，権威の失墜により子育てに対し戦前よりも自信をなくした父親が増えており，
結果として家庭内暴力などの子どもによる暴力行為が増えているからである。また，戦前は父親が
子を叱り，母親が慰めるというのが普通であったが，戦後になって，逆の夫婦が増えており，父親
が子どもに対して甘くなっていることがうかがえる。子どもの立場としては，父親より母親のほう
が怖いのならば，親の権威のなさを感じ，多少の暴力を振うようになってしまうのではなかろうか。
　しかし，戦前のような父親像を完全に要求するのは，現代ではほぼ不可能な事であろう。やはり，
現実的には時代の流れを考慮していかなくてはならないと思われる。今後，家庭内において，父親
がどのような立場をとればよいのか，という問題には難しいものがあると思う。私の考えとしては，
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少なくとも母親よりは強い父親であるのが良いと思われる。それでいてなおかつ，積極的に子育て
に参加する努力もしなけれぽならないと思われる。いずれにせよ，まず夫婦間の問題をうまく調整
しなけれぽ，充分な子育てもできないであろう。　（大学院農学研究科1年，前島慎一郎，25歳）
　岸本先生を中心として，「期待される父親像・母親像」というテーマのもとに，この数ケ月議論
を重ねてきたわけであるが，ここで自分なりの父親像・母親像について整理することにより，これ
からの父親・母親の在り方についての自分の考えをまとめてみたい。
　まずここでは自分の考えを整理する前に，自分の人格や思考に最も影響を与えてきた両親につい
て整理してみたい。なぜなら，そうすることによって，自分の考えもよりはっきりとしてくると考
えたからである。まずは私の父親についてであるが，父は真面目を絵に書いたような人で，酒・た
ぽこは全然だめで賭け事もほとんどやらない。加えて会社が終わるとどこにも寄らずにまっすぐ帰
宅する。そのため，父と一緒にいる時間は結構多く，男親の割には生活態度等に口を出すことが多
いような気がしている。この父と対照的なのが母である。女性特有の細やかな感情も持ち合わせて
はいるが，それよりもr肝っ玉かあさん』という表現が似合うという印象がある人である。対照的
だといったのは，特にお酒である。母は実によく飲みに行くし，飲みにいくと陽気な人らしい。こ
のような両親に育てられた自分は，いい面も悪い面も影響を受けている部分が多いなと感じる。性
格などについてみても，それはいえることで，性格や人格のようなものが決定されていく過程にお
いて，しつけが占める部分が多いと思うが，これについて思いかえしてみると，小学生くらいまで
は，圧倒的に母親と接している時間の方が多かったので，母親にこまごまといわれたものであった。
母親に叱られても言う事をきかないと父親の登場となりガツンとやられていた記憶がある。しかし，
中学・高校・大学と進むにつれ，家にいる時間がだんだん短くなってきたこともあり，父親と母親
のしつけに関する割合は，徐々にではあるが差はなくなってきている。しかし，今だに子ども扱い
して小言を言うことも時たまある。
　以上のような事が，自分の両親についての分析のようなものであるが，次に自分の考えている
「期待される父親籐・母親像」について述べてみたい。
　私は，子どもが誕生してから，だんだんと成長してゆき，やがて大人へとなっていく過程におい
て，生活していく上でどうしても必要な事柄，たとえぽ小さい時ならトイレの使い方といったよう
なものを教えしつけるのは母親が主体的に行っていってもよいのではないかと考える。家が自営業
でない限り，またそうであったとしても，幼年期において接触している時間が多いのは父親よりも
母親が圧倒的であると思われるからである。しかし，だからといって，父親がそれに参加しなくて
もよいというわけではなく，もちろん父親だけにしかしつけられない部分もあるであろうから，父
親にも積極的に参加することを望むのはいうまでない。私が父親に期待したいのは，そのような事
よりも，その子どもが生きていくために重要性を帯びてくると思われる人生観や人格の形成の過程
において，主体的にその役割を果たして欲しいと考える。このようなものは，ある程度成長してか
らでないとその形成が行なわれていかないであろうし，その子の一生の生き方に関することである
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から，父親は，与える絶対量は母親に比べて少なかったとしても，影響の度合いからいえぽ同等か
それ以上であろうから，十分に子育てに参加しているといえるのではないだろうか。そして最後
に，子どもが成長してきたら親離れをしていくように，親も子離れができるような親であってほし
い。そして，その時は親としての役割はもちろん持っているが，加えて人生の先輩として，男性と
して，女性として自分の生きざまを見せられるような親であって欲しいと考える。その中には良い
面もあるだろうし，悪い面もあるだろうが，そうしたものをみることによって，その子どもが更に
精神的な成長を遂げると思うからである。
　以上のような事が，自分なりの父親像・母親像であるが，「期待される……」というよりは「期
待する……」となってしまった感がある。しかし，上記の事を踏まえた上で，新たに議論を進めて
ゆけぽ，しだいに「期待される……」が浮かび上がってくるのでは，などと考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農学部4年，森　久夫，22歳）
　私は，家庭の中で父親の持つ役割が，非常に大きいのではないかと思う。もちろん，母親の持つ
役割も大きいが，父親の持つ役割はそれ以上だと思う。それゆえに，父親たる者は，家族の中で，
最も期待される存在でなけれぽならない。
　明治民法においては，戸主権と長子家督相続を基本とした家族制度で，父親は，家長としての地
位と役割を与えられていた。しかし，戦後それらの制度は廃止された。
　法律上の制度のことは，ともあれ現在も父親は，一家の大黒柱となって家族の生活を支えていく
大切な存在である。
　しかし，戦後，核家族化が進み，父親の精神的な影響力が目にみえて弱まり，家族における父親
の存在感がなくなってきたようである。
　最近，いわゆる問題児をかかえる父親のなかには，戦後の社会のなかでも，特に子どもや家族の
前で自信を失い，逃げ腰になっているタイプが多いといわれている。こういう父親は往々にして，
家庭の外では真面目で，職務に忠実であるが，それは，じつは仕事が家族からの逃げ場所となって
いて，精神的には自分自身が未熟のままであるのではないだろうか。
　そのように，近ごろ，父親について書かれたり，話されたりするものに接すると，父親にもっと
しっかりしてもらいたいという口調のものが多くなってきているというのが現状である。そこから
浮ぴあがる現代の父親像は残念ではあるが，他の家族の人たちに対して精神的に重みが乏しく，み
ずから判断を下して，決定を行い，命令を与えるための基準を心の中に持ち合わせていない存在な
のである。
　わが国には，「地震，雷，火事，おやじ」という言い方が古くからあったが，私は，現在の父親
たる者に，家庭において，もう少し頼りになる存在になってほしいと思う。
　そして，それは，ただ単に優しさだけでなく，時には家族全体を包みこむ器のような存在，その
ような父親が理想的ではないかと私は思う。
　さて，子どもの教育に関しては，父親よりも母親の方が，子どもといっしょにいる時間が長いた
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め，母親の子どもに対する影響力が強い。それもそのはずで，社会的な構造の中では，ほとんどの
父親は，いわゆるサラリーマソとなり，自分が実際に働いている姿を子どもたちに見せる例は稀に
なった。家の中の父親は，子どもの前で，たいていは，疲れた身体をひきずってごろごろしており，
口をきくのもおっくうそうにテレビの前で横になったりなどしている。そして，子どもの進学や将
来の問題は母親に任せきりで，ややもすると逃げ腰になる。
　子どもの教育の失敗で，家庭内暴力や自殺などの社会問題は，ある意味では，現代社会の中で当
然に起りうることである。しかし，そうした家庭では，父親のいイメージが弱いことあるいは，父
親が家庭のなかで教育的でないことも理由の1つとしてあげられるのではないかと思う。そうだか
ら，父親たる者は，もっと家庭に関心を持って，子どもの教育を母親だけに任かせておかず，でき
るだけ，子どもたちといっしょに時間を過ごすことが大切であるのでないだろうか。そして，父親
も積極的に子育てに参加してほしいものである。
　最近では，夫婦共働きの家庭が増えてきた。そのような家庭では，家事のある分だけ，母親の方
に負担がかかっているようである。現代社会において，家事の分担というようなことも時にはあっ
てもよいのではないかと私は思う。そのように，家事の分担もできる父親は，一見，力強くは感じ
られないかもしれないが，一一種のアットホームさが感じられる。
　以上のようなことをまとめると，現代社会において，一家の大黒柱で，かつファミリー・パパ的
な存在が，期待される父親像ではないかと思う。それには，家族といっしょにいる時間を長くし，
母親とともに子育てをし，子どもの教育をする父親その反面，時には厳しく，一家の象徴という
べき頼りがいのある父親，それらが，期待される父親像ではないだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（商学部4年，岩崎　豊，23歳）
　「東京都目黒区の中学生が両親と祖母を刺殺した事件」，「母親が蒸発した後，14歳の少年が学校
にも行かずに7歳と3歳の妹の世話をしながら6ケ月以上も生活していた事実」……などにみられ
るように，今日の日本の家庭，家族には問題が生じ，親の在り方が問われるようになってきた。
　このような時勢において日本の少年少女は，自分たちの両親をどのようにみているであろうか。
　毎年，「父の日」を前に，子どもは父親をどう見ているのか，といった調査がいくつも発表され
る。あるアソケート調査によると，「忙しい」と答えた子どもが7割もあった。「信頼できる」，「た
くましい」がそれぞれ半数弱と4割だったが，「存在感がない」と答えた子も4割いた。
　別の団体が小，中，高校生を対象におこなった調査によると，「困ったときに相談する相手」と
して半数以上が「母親」を挙げたが，「父親」は1割にも達しなかった。
　発達科学研究教育センターと公文教育研究所が昨秋に行ったアンケート調査によると小学生は母
親の好きなところとして「優しい」，「話を聞いてくれる」を挙げるが，中学生になると，好きなと
ころは「特にない」がふえ，「口うるさい」が嫌いな理由の第1位である。これらのことは，家庭
の結びつきに，社会の変化のために阻害される面が出てきた，という一面を表している。それは具
体的には，特に職業のあり方と深くかかわっている。日本の父親は多くがサラリーマンで，会社で
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の拘束時間が長い上に，職場のつきあいに縛られ，どうしても家庭生活をおろそかにしてしまう。
このため，家庭の中での父親の精神的不在がしばしぼ問題になってくる。
　一方，既婚女性の就労は6割を超えるのに伴って，N親も家庭をかえりみることが少なくなる傾
向が現われてきた。このため子どもにしぽしぼ分離不安が起きる。ゼロ歳児の場合は特に問題で，
母親が主になって育てるべきである。日本では今，ゼロ歳児保育の要求が高まっている。国として
も，男女ともにとれる育児休暇や休職に関する，きめ細かな社会的対応や，こうした制度の充実に
努力すべきである。また，夫は非常に忙しく，家庭にいることが少ないために，妻はし賦しぼ夫に
よってみたされない愛情を子どもによって補償しようとする。このため，母子が必要以上に癒着し，
母子固着が生じて子どもの人格形成に悪い影響を与える。
　ここで，父親，母親の役割について考えをすすめていく。
　女は受胎し，妊娠し，子を産む，生まれた子どもとの生理的，精神的つながりは，まさに密接な
もので，ヘソの緒を切ったら全く別個の個体どうしとなるにもかかわらず，その結びつきは強い。
父親と子どものつながりなどは，まずないに等しいのと比べると，母と子は生理的，情緒的に密着
しており，大変な違いである。
　生後すぐの赤ちゃんと母親の関係は，「親」と「子」でなく，「おやこ」と表現されるべき一体の
存在である，という学者もいるが，母と子のつながりを，子どもの成長に応じて「おやこ」から
「親」と「子」へ，ひいては「人間」対「人間」へとひき離していくのは，子ども自身の成長によ
って必然的にそう展開させていくものであるが，それを順調に展開させていく側面援助者として，
最も親近な男，つまり父親の働きが必要になる。
　ここで子どもの成長にとって動かせない原則として，全面的に直接のつながりをひっかぶるのが
母親の役割で，子どもとその当事者の関係を親近な客観性を失わずに見守るのが父親の役割である，
と言えよう。
　その役割を具体的に述べると，「自分自身の安らかな情緒をととのえることによって，深々とし
た安心した気持ち，保全感，家の中で保障される人心地のつく安堵を与え，子どもの健全な成長を
促す」のが母親の役割で，「母親が心のうちを語るのをじっと聞く，よい聞き役として，子の養育
に間接的にかかわり，母子の暮しの養分となるべき社会的なさまざまな資料を，人間の肌ざわりそ
のものとして，外からもち込む」のが父親の役割である。
　以上，これまで述べたことが，私が考える「期待される父親像，母親像」である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農学部3年，原　理夫，22歳）
Oアゲネス論争の是非
　アグネス・チャンの職場への「子連れ出勤」について，マスコミを通じてその賛否を問う論争が
一般の人々のみならず，一部の知識人をも巻き込んで大きく取り沙汰されているが，このことにつ
いて私も少しコメントしたい。今日，日本の女性は周知の通り，徐々に仕事を一生のものとしてと
らえるようになってきている。子どもをしつけ，教育し，ある程度手がかからなくなるのに要する
一38一
新しい父親像と母親像の研究（ll） 181
期間を十数年とするならぽ，その十数年もの間，親は仕事と子どものしつけ・教育を両立させなけ
れぽならない。しかし，大抵の場合，その責任を負うのは母親であり，どうしても女性は仕事を一
生続けたいという自己実現の欲求と子どもに対する責任との軋礫に悩む。男性が当たり前のごと
く，子どものために仕事をやめないのと同じように，女性もまた，仕事に力を注ぐことが許されて
いるにもかかわらずである。人間の才能・可能性が女性であるがために小さくなったり，時には消
滅してしまう。今日の女性のあらゆる分野での進出はそのような状況を打破するものであり，注目
に値する。
　女性が職場に子どもを連れて出勤できるようにしたいという意見はこうした言わぽ時代の要請に
近いものではないだろうかと思える。しかし実際には「子連れ出勤」を実現することができるなど
ということはよほど恵まれた環境，あるいは特殊な環境であると言わざるを得ない。これは人間の
才能・可能性が女性であるがために認められず，社会的損失といった広い視点からものを見ること
ができない，社会の未成熟を示すものであろう。
　そこで社会保障制度が整っている国というイメージがあるスウェーデンについて取り上げてみよ
う。スウェーデンでは男性にも育児休暇が義務付けられている。休暇期間は最低90日から最高は夫
婦合わせて370日というかなりまとまったものである。共働きの場合，その大半が女性の出産休暇
になることが多く，実際には1年間男性が休むことはないものの，その期間中，給料は全額支給さ
れるということである。1年で子どものしつけ・教育ができるとは決して思えないけれども，その
制度は女性に優位に作用し，女性の社会的進出に援助的な役割を果たしているとともに，その制度
の中に「子どものしつけ・教育は両親の義務」という基本的な考え方が反映されているようで，H
本も学ぶべき点は多いと思う。しかし残念ながら現在，このような制度の検討は行なわれていない。
そこで実際にそのような制度がない以上，親は子どもに対してしつけ・教育の義務を果たすべく，
又，子どもの安全と健康を守るぺく，努力を怠ってはならない。
　従って，生涯を通じて，責任のある職業に就こうとする女性にとって大切なことは上で述べたこ
ととは反対に子どもを無責任に扱い，親の都合だけで悪環境に晒して仕事に専心することではない。
この点からすれぽアグネスの場合はどうであろうか。アグネスの場合，芸能界という極めてまれな
世界にいて，付人がいれぽ，マネージャー兼夫もいるという特別な待遇が与えられている。しかし
このような待遇は母親にとって，かつ自分の仕事上，都合のいいことであって，子どもを第一義的
に考えた結果ではない。というのは子どもが衛生に留意された環境の中で育っているとは第一に言
いがたいからである。三，四歳になり，多少不衛生なところにいても大丈夫な年齢であれぽ職場に
たまに連れて行くことはその世界では差し支えないかもしれないが，それが一，二歳となるとそう
も言ってはいられない。又，これは子どもtlこは直接関係はないが，職場に連れて行っても周囲の人
の中には良い気分になれる人もいれぽそうでない人もいるだろう。DINKなどという多種多様な
ライフスタイルがもてはやされる時代にあって，母と子の絆を普遍的な真理とするのは説得力がな
くなってきている。
　要するにアグネスの主張は極めて特殊なケースにありながら，自論を一般論化させすぎているの
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である。多種多様な生き方をしている人間に自論を説いても摩擦を招く場合もあれぽ，同調できる
場合もある。ただこれだけは両方に共通して言えることであろう。それはこういう議論になると必
ず男性の影が薄くなることである。この論争は男性中心の権力構造の中で，女性だけが解放を訴え
ている論争であり，いくら女性が論議しても男性は高処の見物といった感が強い。大事なことは男
性を論争の場に引き込むことであり，男性一人一人の意識変革であろうと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（商学部3年，石川弘二，21歳）
O親子間における理想的愛情
　親と子の最も重要なきつなは愛情である。これが私の持論であるのだが，もちろんこの愛情には
様々な形態があると思う。
　私が理想としている愛情形態は，無償の愛，何のみかえりをも期待しない純粋な愛情である。よ
く親である人が自分の子どもに対して，「誰のおかげでここまで育ったんだ」とか「誰のおかげで
学校へ行けてると思っているんだ」みたいに恩きせがましく言っているが，それは子どもに対して
愛情がうすいといっているようなものではないだろうか。確かに子どもを育てるという行為はとて
も大変なものであるかもしれない。しかし，その代償を求めるものならば，それは保育園の保母さ
んや家政婦と大してかわらないのではないだろうか。子どもの側からしてみれば，そんなことを言
われたら「誰が産んでくれと頼んだ」といいたくなってもおかしくないと思う。そのようにゆがん
だ愛情（もはや愛情とは呼べないが）で育てられた子どもはあわれである。だが，ただ無償の愛を
注いでいれぽ良いというものでもないはずで，過保護などむしろ愛情を注がれすぎてダメになるケ
ースも考えられる。
　では，一体愛情たるものはどの程度が最適なのだろうか。育児に関する専門書は数多く出版され
ている。躾に関するものも少なくない。けれども愛情に関する書物は思ったより少ないのではない
だろうか。親子で最も大切なはずの愛情についての専門書はなぜないのだろう。これは，誰にもわ
からないからではないだろう。おそらく表現できないからである。自分は少なくとも愛情によって
育てられてはいるが，それが具体的な文字によっては表わせないのかもしれない。
　先日，ある幼稚園で運動会をやっていた。そこには，はやりのホームビデオカメラをかかえた父
親が多勢来ていた。皆，自分の息子を自慢のカメラで写そうと必死になり，中には，コース上へ飛
びだして注意されている人までいた。どの人も泊分の子どもが大きくなったらこのビデオを見せ
てやりたい」といっているが，はたして子どもは将来このビデオを見て何と思うのだろうか。写真
と同様にビデオが使われている今，その持つ意味はもはや写真と同程度のものでしかなくなってき
ている。私がもしその子どもであったなら，そんなビデオよりも，父親が父兄参加のリレーに出て
活躍してくれた方が数倍楽しいし，嬉しいと思う。つまり，同じことを一体化していて欲しいので
ある。ビデオとリレー，どちらも息子の為を思ってやることなのだが，一方的で感動のないものと，
一体化して感動が残るものとでは大きな違いが見えてくるはずである。先に述べたとおり，自分が
体験したことをそのまま他人にわからせることは不可能かもしれないが，自分でやることはある程
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度なら可能なことではないだろうか。
　父親にしろ母親にしろ与える愛情に差があってはならないことだが，与え方にはそれぞれ異なる
ものがあるように思う。父親は厳しい愛を，母親は優しい愛をそれぞれが注ぐのが望ましいと思う。
なぜならばそれは男が持っている特性と女が持っている特性が違うからであり，自然の形態がそう
なっているからだとも言える。自然に最も近いと思われるのは，野生の動物達ではないだろうか。
父は威厳を母は優しさをそれぞれ持ち寄って子育てをしている。これは出産のシステムから考えて
もわかるように，逆にすることができない永遠のシステムだと思う。これを無理に不自然な方向へ
と，人間の知力を使って逆転させるからおかしくなるのである。
　親子間における理想像というものは様々な社会状況やその他諸要因によって実現するのはとても
難しい。しかし，人間もまた動物であるのには変わりのないことだし，自然の真理からすれば，や
はり，父親は厳しく，母親は優しく，それぞれが無償の愛情を過度にならない程度に子どもへ与え
続けていかなければならないだろうと思う。発達しすぎた動物（人間）はここら辺で原点を見つめ
直すことも重要ではないだろうか。　　　　　　　　　　　　　（商学部3年，三野裕久，21歳）
（注）
（1）　この稿は拙論「新しい父親像と母親像の創造」（明大教職・社会教育主事課程年報No．10）に続くも
　　のである。
（2）　たとえば鎮目恭夫著「女に育児はまかせられない」（実業之日本社），男の子育てを考える会編「男と
　　子育て」（現代書館）。
（3）W．W．ラソバー・ト＆W．　E．ラソパート著「社会心理学」（末永俊郎訳，岩波書店）p．114～5．
（4）（6）　「家庭と教育」NHK放送世論調査所，1977年3月。対象は全国20歳以上の男女5，400人（有効
　　解答率75．7％）。なおその分析は，赤旗，「教育を考える一現代父親論」（1978年7月5日，6日）に
　　詳しい。たとえばこの戦後世代の20歳前半の急下降が，その世代の人たちが子どもの頃「高度経済成長」
　　時代であったことと関係があるとして，東京大学の松原治郎教授は次のように分析している。「戦後の
　　民法改定を基軸にして古い『家』制度が否定され，民主化のもとに新しい教育がなされてきた。そして，
　　それが55年（昭和30年）代のいわゆるr高度経済成長』による消費支出の増大，生活の洋風化など生活
　　様式の変化をテコに，特に父親の意識が大きく変ってきたと考えられる」と分析している。
（5）　「いじめ，一段と陰湿に」朝日新聞，1987年9月12日。
（7）（8）　U．ブロンフェンブレンナー著「二つの世界の子どもたち」（長島貞夫訳，金子書房）
（9）　服部祥子著「親と子」新潮社。
（10）（13）　「新お産革命」朝日新聞，1988年3月8日～16日。
（11）（12）（14）（15）（17）（21）（22）（26）（27）（28）（32）（37）（38）（39）　E．シュマールオア著「子にとって母とは
　　何か」（西谷謙堂監訳、慶応通信）
（16）　P．マッセソ，N．アイゼンパーグ＝バーグ著「思いやりの発達心理」（菊地章夫訳，金子書房）
（18）　J．イタール著「アヴェロンの野生児」（中野善達・松田清訳，福村出版）
（19）　A．フォイェルパッハ著「ヵスパー・ハウザー」（中野善達・生和秀敏訳，福村出版）
（20）　A．ゲゼル著「狼にそだてられた子」（生月雅子訳，新教育協会）
（23）（25）　藤永保，斎賀久敬，春日喬，内田伸子著「初期環境の貧困による発達遅滞の事例」教育心理学年
　　報19。同上著「人間発達と初期環境」有斐閣。
（24）　F．J．ブラウン著「教育社会学」（西本三十二訳，朝倉書店）
（29）　牛島義友「ホスピタリズム」教育相談事典（金子書房），玉井収介「ホスピタリズム」心理学の基礎
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　　知識（有斐閣ブックス）
（30）　「発育の止まった子」朝日新聞。
（31）　ラザラス・モナト著「パーソナリティ」（帆足喜与子訳，岩波書店）。U．ブロンフェソブレソナー著，
　　前掲書。
（33）　「多士済々候補者の妻たち」朝日新聞1988年5月2日。
（34）　「トップの座へなお残る差別」朝日新聞1988年4月17日。
（35）吉廣紀代子著「非婚時代」，同著「男たちの非婚時代」（ともに三省堂）。
（36）たとえば「r育児は女』の観念を崩そう」「子連れでは責任果たせぬ」「子連れ出勤に温かい目を」「私
　　は育児に専念した」「多様な生き方を認め合おう」いずれも朝日新聞「論壇」に1988年5月30日から6
　　月24日までの間に掲載されたもの。この他同じ朝日新聞7月1日「子連れ出勤」（窓（編集委員室から））。
　　更に文藝春秋1988月5号には，林真理子著「いい加減にしてよアグネス」，同じく9月号同女著「女の
　　論争というけれど」等々。
（40）繁田進「マターナル・デブリベーション」（新教育心理学事典，金子書房）
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AStudy　of　the　New　Images　of　Father　and　Mother
Hiromu　Kishimoto
　　　In　Japan，　the　escape　and　absence　of　fathers，　who　had　lost　their　seif－con丘dence　after
the　Second　World　War，　from　child　rearing　arose　a　grave　educational　issue　for　some
time．　Whenever　juvenile　delinqueney，　such　as　violence　at　school　or　home，　bullying　and
refusal　to　attend　schoo1，　was　reported，　there　was　a　request　for　the　fathers’participation
in　child　rearing　and　the　revival　of“the　strong　father”who　was　seen　in　the　prewar
days．　Together　with　this　cry，　mothers’over－protection　for　their　children　also　has　arisen
another　social　problem．　However，　reecent　studies　show　that　the　people　who　are　strongly
class－consc量ous　have　almost　always　had　behind　them　obstillate　fathers　who　never　broke
their　hard　frames　of　expectations　for　their　children．　It　would　be　a　question，　therefore，
if　the　apPea1　is　rnade　for　the　nostalgic　revival　of　‘‘t｝ユe　honored　father　and　affectionate
mother”in　the　prewar　days．　To　most　of　those　who　were　borll　ill　the　latter　half　of
the　1920s　and　spent　their　childhood　in　the　prewar　days，　their　fathers　were　strict　beings
at　the　helm　of　state－fathers　who　hoped　that　their　sons　would　devote　their　lives　to　the
nation，　and　daughters　would　become　faithful　wives　to　their　husballds，　making　comfort－
able　homes　for　them．　According　to　the　survey　conducted　by　NHK　in　1977，　however，
there　was　remarkable　similarity　between　the　images　of　the　father　alld　mother　which
the　people　over　twenty　then　had：there　were　two　parents　of　a　similar　type，　that　is，
two　mothers　in　a　family．　Attention　was　drawn　to　this　result，　which　seemed　to　support
the　above－mentioned　request　for　the　change　of　the　father’s　image．
　　　It　has　gradually　been　recognized　that　the　father　must　play　an　essential　role　in
raising　children　as　long　as　at　least　the　curre且t　family　system　cont量nues　to　exist．　In
fact，　not　a　few　Japanese．fathers　themselves　are　anxiously　seeking　after　the　new　ideal
image　of　the　father．　I　myself　have　once　been　one　of　these　fathersドSuch　fathers　have
left　their　children　in　full　charge　of　mothers　without　due　understanding　of　the　father’s
rolei　or　unconsciously　followed　the　lead　set　by　mothers．　Furthermore，　it　is　considered
tha亡，　as　shown　by　the　increase　in　“commute　marriage”，　a　Iarge　number　of　fathers．
who，　victimized　by　the　high　econom五c　growth　and　changes　after　the　war，　have　been
compelled　to　work　faithfully　for　their　companies　and　left　the　upbringing　of　their
children　in　mothers’hands　alone．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　　Urie　Bronfenbrenner，　who　was　invited　by　Soviet・Union　to　conduct　a　comparative
study　of　the　processes　of　child　rearing　between　the　Soviet　Union　and　the　United　States，
found　that　there　were　a　marked　contrast　betweell　these　two　countries．　In　short，　in　the
United　States，　the　father　and　mother　with　strong　personality，　or　two　fathers，　as　it
were，　make　efforts　to　educate　the三r　children　for　the　great　spirit　of　independence　from
the　very　early　stage．　On　the　other　hand，　in　the　Soviet　Union，　there　are　many　cases
of　traditional　father　absence　in　family　because　of　fathers’m互grations　to　various　cold
districts　or　active　services　at　the　front　or　death　in　continuous　battles，　for　exalnple，
against　the　invasions　by　France　or　Germany　and　these　situations　have　led　to　the　child
rear圭ng　by　affectionate　mothers　alone．　In　Japan，　children　were　said　to　be　brought　up
by　honored　fathers　and　a｛Tectionate　mothers　in　the　prewar　days．　This　type　may　be　a
cross　between　those　of　the　Soviet　Union　and　the　Unied　States．　After　the　Second　World
War，　however，　it　is　said　that　Japanese　fathers，　who　lost　their　self－con丘dence　through
the　丘rst　experience　of　the　lost　battle，　became　less　strict　and　left　the　child　rearing　in
the　mothers’care　or　follow　their　lead．　The　Japanese－style　upbringing　by“two　lnothers”，
which　has　recently　draw　attention，　makes　a　sharp　contrast　with　that　of　the　United
States　by“two　fathers”．　Accordingly，　the　Soviet　upbringing　by‘‘one　mother”seems
to　be　the　midway　style　between　those　of　Japan　and　the　U．　S．，　or　slightly　inclined　to
the　Japanese　style．
　　　In　traditional　developmental　psychology，　it　has　been　desirable　for　parents　of　similar
opinions　to　play　similar　roles　in　educating　children．　However，　recent　studies　of　the
relationship　between　parents’roles　and　children’s　behavior　show　that　powerful　leader－
ship　and　sense　of　responsibility，　in　either　case　of　boys　or　gir1s，　can　be　fostered　in　none
of　mother－dominant　or　father－dominant　families　where　parents　equlally　assume　the
responsibility　for　child　rearing．　On　the　contrary，　leadership　and　a　spirit　of　responsi－
bility　are　cultivated　in“children　brought　up　by　parents　who　play　the　different　roles
－protecting　and　disciplining－in　a　family”．　It　has　gradually　been　realized　that　parents
can　cultivate　in　their　children　a　strong　spirit　of　independence，　re玉iability　and　con－
siderateness　to　others　by　playing　their　suitable　roles　each　in　rearing　their　children
together．
　　　From　this　point　of　view，　what　role　should　fathesrs　play　in　child　rearing　？What
role　should　be　assigned　to　mothers　P　The　object　of　this　study　is　to　pursue　the　new，
ideal，　contemporary　images　of　the　father　and　mother．
・
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